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① 	青森県五所川原市字岩木町12 	 〔毎月 2回・ 1日・15日発行〕 

のミ、はり叫ち 
発 行 「りI 

五所川原市役所 

弱7号 

昭和58年12月15日 

印刷 卿北斗オフセソト 

市 の 人 口 
	

男 25,562人 
	

世 帯 数 	14,703 

	

52,869人 女 27,307人 
	

（昭和58年12月1日現在）住民基本台帳から 

へ 

生活道路を確保二 
除雪隊が出「陣式二二三三 

「冬の生活道路は確保します」と12月 6日、市の除

雪隊出陣式が、市庁舎前で行われました。 

市除排雪対策本部長の花田英一助役ら隊員40人と、 

新しく購入した歩道用ロータリー車を含むグレーダー 

など19台が勢ぞろいし、寺田光昭除雪隊長が「 5万市

民の生活を守るため頑張ります」と力強く決意を示し

ました。 

一
 
．!
 

市の除排雪予算は 6,500万円。今年から初めて歩道 

（通学路）の除雪をすることになりました。除雪の総

延長は 260キロとなっています。 



企
業
誘
致
を
進
め
て
い
る
五
所
川
原
市
に
、
 

岐
阜
県
に
本
社
が
あ
る
高
級
婦
人
ス
カ
ー
ト
製

造
工
場
の
進
出
が
決
ま
り
、
来
年
五
月
上
旬
操

業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

製
造
業
を
主
体
と
し

た
企
業
誘
致
で
、
地
元

雇
用
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
矢
先
だ
け
に
、
市

民
の
期
待
も
大
き
い
。
 

●製品検査 

一
 

 

ク市
税
完
納

ク
で
 

■と き 昭和59年1月1日 午前11時 

■ところ 市民文化会館2階 

・会 費 1 ,5 0 0円 

（申込みと同時に納入願いますJ 

■申込先 市総務課または五所川原商工会議所 

・受付締切り 12月20日（火） 

・主 催 五所川原市・五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 
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昭和59年 

新年名刺交換会 

(557号） ② 広報ごしょがわら 昭和58年’(1983年）12月15日 

~短灘鱗無爆無 
中川中跡で、来年5月操業 

今
回
誘
致
さ
れ
た
企
業
は
、
 

岐
阜
県
海
津
郡
海
津
町
高
須
町

に
本
社
が
あ
る
（
株
）
会
社
「
 

ス
ズ
キ
」
 
（
鈴
木和
雄
代
表
取

締
役
、
資
本
金

一
、
〇
〇
〇
万

円
）
で
、
昭
和
三
十
八
年
七
月

に
創
業
さ
れ
た
婦
人
服
縫
製

‘
 

販
売
会
社
。
 

五
所
川
原
の
婦
人
ス
カ
ー
ト

縫
製
工
場
は
、
第
四
中
学
校
が

来
年
四
月
開
校
す
る
の
に
伴
い

廃
校
と
な
る
、
市
内
川
山
字
千

本
に
あ
る
中
川
中
学
校
跡
で
、
 

敷
地
約
六
千
五
百
平
方

H

（
建

物
約
千
平
方

H
）
あ
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
工
場
で
は
、
資
本

金
一
、
〇
〇
〇
万
円
で
新
会
社
 

（
株
）
「青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
 

を
設
立
、
主
に
高
級
婦
人
ス
カ
 

ー
ト
の
縫
製
を
行
い
、

年
商
三

億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
 

新
会
社
で
は
、
会
社
の
設
立

と
同
時
に
来
年
一
月
上
旬
か
ら

四
カ
月
間
、
本
社
で
男
子
十
人
、
 

女
子
二
十
人
の
幹
部
社
員
の
研

修
を
行
い
、
五
月
の
操
業
時
に

は

一
般
社
員
七
十
三
人
を

地
元

採
用
す
る
計
画
の
ほ
か
、
六
十

年
六
月
に
は
さ
ら
に
百
人
（
男

子
二
十
人
、
女
子
八
十
人
）
を
 

地
元
採
用
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
 

（
株
）
 
「ス
ズ
キ
」
 
の誘
致

が
決
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
森

田
市
長
は
、
 
「不
況
が
打
ち
続

く
お
り
地
元
に
雇
用
の
場
を
確

保
し
、
市
民
所
得
の
向
上
を
期

す
る
こ
と
が
市
政
最
大
の
課
題

で
あ
り
、
企
業
誘
致
に
努
力
し

て
い
た
矢
先
だ
け
に
喜
ば
し

い
。
 

市
で
も
側
面
か
ら
援
助
し
、
新

会
社
の
隆
昌
を
お
祈
り
し
た
い
 

」
と
語
っ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

本
年
度
の
軽
自
動
車
税
、
固

定
資
産
税
、
市
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
等

の
滞
納
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
 

十
ニ
月
ニ
十
八
日
は
市
県
民

税
四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
四
 

難
る
総
 

期
の
納
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
は
以
上
で
市
税
の

納
期
が
全
部
終
わ
り
ま
す
が
、
 

納
税
も
れ
等
が
あ
り
ま
せ
ん
か

今

一
度
お
調
べ
下
さ
い
。
滞
納

さ
れ
ま
す
と
督
促
手
数
料
、
延
 

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
十

分
ご
注
意
下
さ
い
。
 

ま
た
、
市
で
は
十
二
月
二
十

八
日
ま
で
市
税
完
納
強
調
期
間

を
設
け

て
滞
納
防
止
、
滞
納
整

理
に
努
め
て
お
り
、
市
税
の
年
 

嚇
嚇
繋」
襲
鷲難
一
 

“
」
一
』紅
勤
想
鵬
 

内
完
納
に
納
税
者
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
、
法
人
市
民
税
に

つ
き

ま
し
て
も
年
内
完
納
に
ご
協
力

下
さ
い
。
 

鯛
綴
 

--’一 	 ~叫~一 	 ~~“~~つ．c一叫 
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恐
 

議
露
（か
難麟
臓
纏
騒
難
餌
慮
議
 

懸
縁
鱗
）
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翻嬬軸無杏無癒設置 
市
道
（
生
活

幹
線
道
路
）

の
 

一
 

除
排
雪

に
全
力
ー
 

市
本
庁
・
各
支
所
、
市
民
文

化
会
館
、
市
中
央
公
民
館
、
三

道
会
館
、
福
祉
会
館
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
市
民
体
育
館
、
市
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
十

一
月
 

ー
九
目

一
木
）
か
ら

一
月
」
一
 

H
（火
）
ま
で
休
み
ま
す
。
 

た
だ
し
、
本
庁
市
民
課
、
会

計
課
、
収
納
課
は
、
十
二
月
一
一

十
九
日
（
木
）
と
三
十
日
（
金）
 

そ
れ
に
三
十

一
日
（
土
）
の
午

前
中
平
常
ど
お
り
窓
口
業
務
を

行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
立
図
書
館
は
、
十

月
二
十
八
日

（
水
）
か
ら

一

月
四
日
（
水

）
ま
で
休
館
し
ま

す
。
 

西
北
中
央
病
院
は
、
十
二
月

二
十
九
日
（
木
）
か
ら

一
月
三

日
（
火
）
ま
で
診
療
・
窓
口
業
 

務
を
休
み
ま
す
が
、
十
二
月
三

一
十日
（
金
）
の
午
前
中
平
常
ど

お
り
診
療
・
窓
口
業
務
を
行
い

ま
す
。
 

水
道
の
故
障
修
理
は
 

十
二
月
二
十
九
日
（
木

）
か
 
 

ら

一
月
三
日
（
火
）
ま
で
、
元

町
浄
水
場

（n
⑩
一
一六
三
九
番
）
 

ゴ
ミ
の
収
集
は
、
十
二
月
三

十
日
（
金
）
ま
で
行
い
ま
す
。
 

一
月
四
日
（
水
）
か
ら
平
常

ど
お
り
収
集
に
当
た
り
ま
す
。
 

ま
た
、
野
里
埋
立
地
の
燃
え

な
い
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
十
一
一

月
三
十
一
日
（
土

）
ま
で
で
、
 

一
月
二
日
（
月
）
か
ら
平
常
ど
 
 

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

お
り
引
き
受
け
ま
す
。
 

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
尿
 

高
瀬
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の

燃
え
る
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
、
 

十
二
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
、
 

ま
た
、
し
尿
の
引
き
受
け
は
十

ニ
月
二
十
八
日
（
水
）
ま
で
行

い
ま
す
。
 

燃
え
る
ゴ
ミ
、
し
尿
と
も
一

月
四
日
（
水
）
か
ら
平
常
ど
お

り
引
き
受
け
し
ま
す
。
 

市
で
は
、
十
二
月
 

出
稼
ぎ
先
か
ら
お
正
月
を
ふ

る
さ
と
で
過
ご
す
た
め
帰
省
し

ま
す
が
、
妻
や
子
と
一
緒
に
楽

し
む
の
も
つ
か
の
ま
、
又
出
稼

ぎ
先
へ
と
ん
ぼ
帰
え
り
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

市
で
は
安
全
で
明
る
い
出
稼

ぎ
を
す
る
た
め
に
、
無
料
健
康

診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

出
稼
ぎ
先
へ
帰
え
る
前
に
受

診
し
て
出
か
け
る
よ
う
に
す
す
 
 

せ
て
交
通
の
確
保
を
図
っ

て
お

り
ま
す
が
、
路
上
駐
車
や
道
路

へ
の
雪
捨
て
、
ま
た
は
路
上
は

み
出
し

の
ガ
ス
ボ
ン
べ
や
自
動

販
売
機
等
に
よ
り
、
除
雪
車
両

の
通
行
が
は
ば
ま
れ
て
、
物
損

事
故
が
発
生
し
、
除
雪
作
業
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
 

こ
れ
ら
の
行
為
は
絶
対
慎
む
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
除
排
雪
に

つ
い
て
の

ご
連
絡
は
、
直
接
除
排
雪
対
策

本
部
（
旧
五
所
川
原
市
役
所
栄

支
所

・
市
内
大
字
広
田
字
柳
沼

三
番
地
一
号
）
へ
、
 
（
廿
⑩
四

三
二
一
番
、
⑩
四
三
二
二
番

）
 

へ
お
願
い
し
ま
す
。
 

め
て
下
さ
い
。
 

受
診
内
容
は
血
圧
測
定
、
尿

検
査
、
心
電
図
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
事
故
見
舞
金
制
度
加

入
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。
 

本
人
自
身
の
た
め
で
あ
り
、
 

留
守
家
族
が
安
心
で
き
る
た
め

に
も
加
入
を
お
す
す
め
く
だ
さ
 

、
 
。
 

 

麟 

※なお、幹部社員の応募締切は12月20日、面接

日は12月24日となっておりますが、くわしい事は

市商工観光課（か⑩21 11、内線 260）にお問いあ

わせ下さい。 

12月18日は衆議院議員選挙です。忘れずにみんなそろって投票しましょう。 

舞
嚢
舞
綴
慧
嚢
嚢
 

ー
ゴ
ミ
の
収
集
は
十

二
月
三
十

日
ま
で
ー
 

一．
？
一
・
 一
日
か
ら
除
排
雪
対
 

策
本
部
を
設
置
し
、
 

冬
期
間
の
交
通
確
保

に
全
力
を
あ
げ

て
お

り
ま
す
。
 

市
の
五
十
八
年
度

除
排
雪
計
画
路
線
の

総
延
長
は
、
約
二
百

六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
道
路
を

今
年
度
購
入
し
た
大

型
除
雪
グ
レ
ー
ダ
と

歩
道
用
ロ
ー
タ
リ
ー
 

車
を
加
え
市
有
除
雪

車
両
十
四
台
と
借
上

車
両
山
去
ロを
出
動
さ
 

1
2月
1
8日は
衆
議
院
議
員
選
挙
で
す
。
忘
れ
ず
に
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
よ
う
。
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子供と老人の事故防止 

飲酒運転の追放が中心 

青森県交通対策協議会 

	  1，子供と老人の交通事故防止 

，~.IT、苦上 2．飲酒運転の追放 
運動の重点 か詮乞まfrに早 
ーーIー」＝ハ“  3一踏切事故防止 

4‘シートベルト・ヘルメット
着用の推進 

「交
通
安
全
は
わ
が
家
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
十
二
月
十

五
日
か
ら

一
月
五
日
ま
で

の
二
十
二
日
間
、
県
内

一
せ
い
に
年

末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
 

帰
省
者
に
よ
る
交
通
混
雑
ゃ
、
積
雪
、
凍
結
に
よ
る
道
路
事
情

の
悪
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
忘
年
会
、
新
年
会
、
 

正
月
と
一
年
の
う
ち
で
最
も
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
と
き
で
も

あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
冬
休
み
に
は
い
り
、
ミ
ニ
ス
キ

ー
 

や
ス
ケ
ー
ト
な
ど
、
路
上
で
の
遊
び
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
危
険
な
時
期
は
、
特
に
み
ん
な
が
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
事
故
防
止
の
た
め
に
、
家
庭
、
学
校
、
職

場
に
お

い
て
も
つ
ね
に
話
合
い
の
場
を
も
ち
交
通
事
故
防
止
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
し
て
、
こ
の
年
末
年
始
の
運
動
で
、
死
者
は
も
ち
ろ
ん
、
 

昨
年
を
上
回
っ
て
い
る
発
生
件
数
、
負
傷
者
に
歯
止
め
を
か
け

て
、
無
事
故
で
明
る
い
新
年
を
む
か
え
た
い
も
の
で
す
。
 

年末年始Q)交通安全運醸 

九
月
か
ら
十
月
に
か
け
、
七

日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
子

宮
癌
検
診
の
結
果
で
す
o
 

昨
年
よ
り
二
日
間
延
長
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
込
み
者
 

数
千
二
百
三
十
一
人
、
 

受
検
者
数
八
百
四
十
七

人

（
実施
率
七
二

・
六
 

%
）
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
 

早
期
に
検
診
を
受
け

て
癌
を
抑
圧
し
ま
し
よ
 

・

フ
。
 

何
ら
か
の
所
見
が
あ
 

検
診
の
結
果
 

囲囲囲回囲園圏固 
■受 付 時 間 午後1時～1時30分まで 
■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。6カ月児、1歳児は健康相談のみ 

です。 
1歳6カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

■お願い 3歳児健診は；尿検査も行いますので、当日き

れいに洗った小びんに尿を入れてもってきてください。 

●ところ いずれも保健センター（新町バス停前） 

月 	齢 対 象 児 と 	き 

3カ月児 S 58年 9 月ノI二まれ S59年1月10日 

6 力月児 S 58年 6 月生まれ S 59年1月17日 

1 歳児 S 57年12月生まれ S 59年1月23日 

1歳6カ月児 S 57年7月生まれ S 59年1月24日 

3 歳児 S 55年9 月生まれ S 59年1月19日 

1
2月
1
8日
は
衆
議
院
議
員

選
挙
で
す
。

忘
れ
ず

に
み
ん
な

そ
ろ
っ

て
投
票
し

ま
し
ょ

う

c
 

製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん
、
 

今
年
も
全
国
い
っ
せ
い
に
恒
例

の
「
工
業
統
計
調
査
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
 

十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
の

調
査
の
た
め
、
年
末
年
始
の
お
 

忙
し
い
中
を
調
査
員
が
お
伺

い

し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が

国
の
製
造
業
の
実
態
や
製
造
活

動
の
現
状
が
明
ら
か
に
な
る
ほ
 
 

か
、
調
査
の
デ
ー
タ
は
各
種
製

品
の
生
産
・
販
売
プ

ラ
ン
を
お

立
て
に
な
る
場
合
の
参
考
に
な

る
の
を
は
じ
め
、
た
と
え
ば
都

市
開
発
や
下
水
道
計
画
の
資
料

と
な
る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
国
 

に
 

民
生
活
の
向
ー
に
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
、
統
計
以
外

の

目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
 
 

て
あ
り
の
ま
ま
を
お
書
き
く
だ

さ
い
。
 

調
査
は
、
次
の
三
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
 

〔
甲
調
査〕
 
従
業
員
三
十
人

以
L
の
事
業
所
を
調
べ
る
も
 

協
ガ
驚
 

の
で
す
。
 

〔
乙
調
査〕
 
従
業
員
二
十
九

人
以
下
の
事
業
所
を
調
べ
る

も
の
で
す
。
 

〔
丙
調
査〕
 
製
造
業
に
属
す

る
本
社

・
本
店
を
調
べ
る
も
 
 

っ
た
人
百
五
十
人
（

一
七
・
七
 

%
）
に
は
、
治
療
の
必
要
な
人
 

（
び
ら
ん
、
腔
炎
な
ど
）
、
経

過
観
察
の
必
要
な
人

（
筋
腫
な

ど
）
、
す
ぐ
精
密
検
査
の
必
要

な
人
、
 ー
カ
月
後
再
検

の
必
要

な
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

す
ぐ
精
密
検
査
、
 
ー
カ
月
後

再
検
の
必
要
な
人
は
六
人
で
し

た
が
、
そ
の
う
ち
四
人
は
初
め

て
検
診
を
受
け
た
人
で
し
た
。
 

検
診
を
一
度
も
受
け
た
こ
と

の
な
い
人
は
、
す
す
ん
で
検
診

を
受
け
た
い
も
の
で
す
ね
。
 

◇
 

◇
 

◇
 

の
で
す
。
 

な
お
、
主
な
調
査
項
目
は
、
 

事
業
所
名
、
従
業
者
数
、
原
材

料
及
び
燃
料
使
用
額
、
製
造
品

出
荷
額
、
有
形
固
定
資
産
投
資

総
額
な
ど
で
す
。
 

こ
の
調
査
に
つ
い
て
ご
不
明

の
点
は
、
市
総
務
課
企
画
室

・

統
計
調
査
係
（
骨
⑩
…
二
一
一

一
番
、
内
線
三
一
八

・
三
一
九

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 ◇

 
◇
 
◇
 

「エ
業
統
計
調
査
」
 

12月18日は衆議院議員選挙です。忘れずにみんなそろって投票しましょう。 

【
 

r
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工
 

よ
」
「
一

き
 

管
 

ー
税
務
課
か
ら
お
願
い

ー
 

昭
和
五
十
八
年

一
月

二
日
か
ら
昭
和
五
十
九

年

一
月
一
日
ま
で
の
間

に
建
物
を
取
り
こ
わ
し

た
時
は
早
め
に
左
記

の

と
お
り
 
「取
り
こ
わ
し

申
請
」
手
続
き
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

受
付
期
間
は
昭
和
五

十
九
年

一
月
三
十

一
日

ま
で
市
役
所
税
務
課
資

産
税
係
ま
で
。
 

な
お
 
「申
請
書
用
紙
」
 

は
税
務
課
窓
口

に
そ
な

え
て
あ
り
ま
す
。
 

ー
 
◇
 
◇
 
◇
 

動
施
設
ス
キ
ー
場
（
狼
野
長
根

公
園
）
 

・

受
講
料
 
無
料
 

●

講
師
 
五
所
川
原
ス
キ
ー
 

ク
ラ
ブ
指
導
員
 

（
申
込
み
先
及
び
締
切
り

一
月
二
十
日
ま
で
、
勤
労
者

野
外
活
動
施
設
（

廿
⑩
三
六
三

一
番
）
へ
お申
し
込
み
下
さ

い
。
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
当
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

自
慢
の
ノ
ド
で
慰
問
 

五
所
川
原
歌
謡
ク
ラ
ブ

（小

田
桐
則
勝
会
長
、
会
員
二
十
人
 

）
は
十

一
月
二
十
一
日
、
特
別
 

を
慰
問
、
お
年
寄
り
た
ち
に
自

慢
の
ノ
ド
を
披
露
し
喜
ば
れ
ま
 

◇
 

◇
 

◇
 

 

たばこ消費税は 

薯りい中に勤されています 

'
 

、
 

し
 

〔建物め取りこわし手続きについて 

                 

                 

  

L 	あ凝お霜き“ 
弱年度版青森県の姿 

    

美麗な表紙・明快な解説・豊富な資料さ 

  

                 

  

集

行
丁

編

発
装
 

青森県企画部統計課

青森県統計協会 

B5判 多色刷 

表紙ビニール張 

  

頒価1,200円 

お申込みは 

1月 1 0日まで 

      

  

本 文 

申込先 

刊 行 

             

  

140頁 

市総務課企画室（廿3521 11、 内線319) 

59年2 月初旬 

  

   

「県勢のあらましを知るには最適です” 

~ 	県民座右の書としておすすめします 

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「青
山
荘
」
 
し

た
。
 

①
そ
の
商
品
が
本
当
に
必
要

か
、
よ
く
考
え
て
か
ら
契
約
し

ま
し
よ
』つ
。
 

②
必
要
で
な
け
れ
ば
、
勇
気

を
も
っ
て
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。
 

瓜
男
大
約
、ま
た
は
申
込
み
を

し
た
と
き
は
、
書
面
が
渡
さ
れ

ま
す
。
内
容
を
よ
く
読
ん
で
、
 

確
認
し
た
あ
と
で
印
鑑
を
押
し

ま
し
ょ
う
。
 

④
現
金
販
売
の
と
き
は
、
領

収
書
が
渡
さ
れ
ま
す
。
大
切
に

保
管
し
ま
し
よ
う
。
 

ク
リ

ー
ニ
ン
グ

・
オ
フ
制
度
 

●

契
約
し
た
商
品
が
本
当
に

必
要
か
、
冷
静
に
考
え
直
す
期

間
（
四
日
間
）
で
す
。
 

■

四
日
間
以
内
な
ら
契
約
の

解
除
、
ま
た
は
申
込
み
の
撤
回

が
で
き
ま
す
。
 

■

解
除
、
ま
た
は
撤
回
を
す

る
と
き
は
、
電
話
で
な
く
必
ず

書
面
（
内
容
証
明
郵
便
）
で
申

し
出
ま
し
よ
う
。
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
度
が

で
き
な
い
場
合
 

市
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

か
ら

一
部
供
用
開
始
に
向
け
、
 

公
共
下
→
小道
の
管
き
ょ
工
事
を

施
行
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の

た
び
次
の
箇
所
で
施
行
し
ま
す
。
 

・

工
事
期
問
 
①
士

一月
七

日
ー
三
月
十
五
日
ま
で
 

②
士

一月
七
日
5
二
月
五
日

ま
で
 

③
士

一月
七
日
ー
二
月
十
五

日
ま
で
 

こ
の
間
、
 一
部
通
行
止
と
な

る
箇
所
も
あ
り
、
車
の
通
行
や

商
店
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
大

変
ご
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
公

共
事
業
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
 

事
故
防
止
等
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

①
洋
ハ金
を
全
部
支
払
っ
た
と

き
。
 
（商
品
を
受
け
取
り
、
代

金
を
全
部
支
払
っ
た
も
の
。
）
 

の
）
化粧
品
な
ど
消
耗
品
で
消

費
す
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ

フ
が
で
き
な
く
な
る
旨
を
告
げ

ら
れ
た
場
合
に
お

い
て
一
部
消

費
し
た
も
の
。
 

③
乗
用
車
。
 

第

2
回
初
心
者
 

ス
キ
ー
講

習
会
 

●

と
き
 
昭
和
五
十
九
年
一

月
二
十
九
日
（
日
）
午

前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

●

と
こ
ろ
 
勤
労
者
野
外
活
 



t
 広

報
紙

の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
 

12月は「歳末 

たすけあい運動」 

の期間です。ことしも 

「みんなそろつて明るいお正 

月を」迎えられるよう、募金運動 

が展開されています。街角で「お願いし 

ます」の声が聞こえたら、振り返つてみて＜だ 

さい。昨年は約73億円のお金が集まりまレた。ありが 

とうございます。配分計画に基づ＜今年の目標額は、64億 

9, 109万I ,000円です。みなさんのご協力をお願いいたします。 

藩
種
議
議
羅
一
 

自
衛
官
を

募
集
 

◇
受
付
期
間
 
受
け
付
け
は
、
 

年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
お
り
ま

す
。
 

◇
応
募
資
格
 
日
本
国
籍
を

有
し
、
採
用
予
定
月
の
一
日
現

在
十
八
歳
以
上
、
二
十
五
歳
未

満
の
男
子
。
 

◇
試
験
期
日
及
び
場
所
 

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

◇
待
遇
そ
の
他
 

採
用
の
日
を
も
っ
て
、
二
等

陸
士
、
二
等
海
士
、
二
等
空
士

に
任
命
さ
れ
ま
す
。
 

◇
お
問
い
合
わ
せ
 

青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原

募
集
事
務
所

（
●
⑩

2
3
0
5
 

番
）
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事故見舞金制度で安心を 

■加入申し込みは 

市・市民相談室（本庁 2 階）出稼対策係、各支所の 

窓口で受け付けます。 

申し込みによって「加入者」 として登録されるほか、 

出稼協会から「加入登録票」 が渡されます。 

■掛金は 

1人年間600円です。 

ほかに、県と市町村が1人年間800円ずつ負担します。 

■見舞金受給手続き 

事故に応じて、次の書類を市経由で協会に申請して下

さい。 

なお、 「申請書」は市・市民相談室の窓口にあります。 

一 ●死亡したとき 

r 	死亡診断書か死体検案書と戸籍謄本。ただし、勤務 

時間内に死亡したときは、さらに雇用主の証明書が必 

要です。 

．傷病のとき 

医師の診断書 

●廃疾のとき 

医師の証明書 

●火災にあったとき 

所轄消防署長の発行した羅災証明書 

蕊嵐鷲製総勲賂給ーシ 
■事故見舞金制度とは 

出稼労働者および留守家族のしあわせのために、県と 

市町村がつくった出稼協会で行う互助制度です。 

出稼ぎする方が、みんな加入し、掛金を出し合ってお 

互いに助け合うものです。 

加入tた出稼ぎ労働者はいつ、どこで災害にあっても 

見舞金がうけられます。 

■出稼ぎ労働者とは 

1カ月以上I年未満居住地を離れて就労し、就労後、 

居住地に帰る方をいいます。 （県内外の就労を間いませ

ん） 

■見舞金早見表 

種 	類 給 付 額 事 故 ・ 災 害 の 程 度 

死亡 見舞 金 
500, 00W 'I 勤務時間内に死亡したとき 

200,000円 勤務時間外に死亡したとき 

傷病 見舞金 

80,000円 6カ月以上休業して治療を要するとき 

60,000円 
3 カ月以上6カ月未満休業して治療を

要するとき 

50,000円 
1カ月以上3カ月未満休業して治療を

要するとき 

不具廃疾見舞金 200,000円 不具廃疾により労働不能となったとき 

火災 見舞 金 
80,000円 留守宅が半焼以上のとき 

30.000円 就労先の宿舎が全焼したとき 

昭
和
パ

ー
ル
会

（
佐
々
木
伯
 
金

内
の
事
業
経
営
者
の
会
で
、
 

男
会
長
）
は
十
二
月
二
日
、
社
 
こ

の
お
金
は
十
月
二
十
五
日
の

会
福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
 
総
会

で
募
っ
た
も
の
で
す
。
 

七
万
二
百
四
十
五
円
を
寄
付
、
 

◇
 
◇
 
◇
 

社
会
福
祉
に
七
万
余
円
を
寄
付
難
 
森
器
晦
臓
録
註
か
信
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